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「日本国債」など金融市場を描いたベストセラーで知られる作家 幸田真音氏に「大暴落 ガラ」

（2017 年）という小説がある。物語は日本初の女性総理大臣となった三崎皓子が、政権発足早々秩父

地方での大雨と台風接近で荒川氾濫の危機に直面するところから始まる。 

主要登場人物である荒川下流河川事務所長里見宏隆は、「総理におっしゃってください。ボヤボヤし

てたら、東京は本当に水に沈んでしまいますよって」と苛立ちを隠さないが、副総理の小関は、「快晴

ですぞ、雲ひとつない晴れだ。こんな空の下で、洪水になるかもしれないから地下鉄を止めろ？高速

道路を閉鎖しろ？そんなことを言ったら笑われますぞ。だいいち、財界も学校も素直に従うわけがな

い」と言い、迫り来る氾濫の危機への対策はなかなか進まない。自然災害に対して混乱する政治・行

政の判断、下流の河川事務所と上流のダム管理事務所とのやり取り、広域避難の難しさなど、今回の

災害を先取りするような描写が各所に出てくる。 

そうした混乱の中で、里見事務所長は、「これまで時間をかけて、タイムラインの試行案を練ってき

たわけだし、関連する各社を集めた検討会も発足させたのだから」と所員に語る。タイムラインとは

何か。 

荒川下流河川事務所のホームページには、「タイムラインとは、災害が発生することを前提として、

関係機関がリスクを評価し、共有した上で、そのリスクに対して、先手を打って各機関が行うべき防

災行動を、「いつ」、「誰が」、「何を」を明確化して、時間軸に沿って整理したもの」と説明されている。

実際の「荒川下流タイムライン」(http://www.ktr.mlit.go.jp/arage/arage00385.html)についてはホー

ムページを見ていただきたいが、そこには河川の氾濫が発生することを前提として、氾濫想定 5 日前

の台風発生以降、気象情報の変化と共に、①河川事務所 ②市区 ③都、県、警察、消防 ④交通事

業者、ライフライン事業者それぞれが何をするか、が大変明確に記載されている。台風などによる水

害が地震などと異なるのは、発生の可能性がある程度事前に分かることだ。事前にやることを決めて

おき十分なリードタイムを確保すれば、行政の判断も、自治体を越えた広域連携も、民間事業者との

連携もスムーズに行くという考えのもと準備されたものだ。今回の台風でも、荒川下流の氾濫は起こ

らなかったが、荒川流域のタイムラインは運用され、その情報がツイッターで提供された。 
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副題に書いたマイ・タイムラインは、上記の行政主導で自治体やライフライン事業者が備えるタイ

ムラインとは違って、個人が自分のために備えるのものだ。国土交通省関東地方整備局のホームペー

ジでは、「『マイ・タイムライン』は台風の接近によって河川の水位が上昇する時に、自分自身がとる

標準的な防災行動を時系列的に整理し、とりまとめる行動計画表」と説明されている。 

関東地方整備局は、「みんなでマイ・タイムライン」(https://mytimeline.river.or.jp)というウェブサ

イトを用意し、住民がマイ・タイムラインを作成することを推奨している。マイ・タイムラインのイ

メージは下図の通りであるが、ウェブサイトには、自分でマイ・タイムラインを作成するための「小

中学校向けマイ・タイムライン検討ツール ～逃げキッド～」まで準備されている。 

筆者もこのキットを利用して、マイ・タイムラインを作成してみた。まず、マイ・タイムラインを

作成するには事前の情報収集・整理が必要だ。①想定最大規模の雨が降ったら、自分の地域がどれだ

け浸水するかをハザードマップで確認する。②次は家族情報の整理だ。車の有無、高齢者・障害者、

ペット、持病・薬など。③避難先の確認。広域避難が必要であれば、どこへ逃げるのか。行政が準備

する避難所か。あるいは受け入れてくれる親戚の家か。④実際に災害発生が近づいてきたときに、情

報をどこから入手するかも整理する。住んでいる地域のハザードマップを確認し、地形の成り立ちも

学習し、上流の河川の状況について、どこから情報を入手するのかを調べ、など大変勉強になった。

逃げキッドは小中学生向けとなっているが、まさしく夏休みや冬休みの課題として大変良い教材だと

感じた。 

また、高齢者、障害者、ペットなどの存在が、避難を困難にするのではなく、避難への意識を高め

るきっかけになると強く感じた。「ペットがいたから、逃げ遅れた」ではなく、「ペットがいたから、

早くから準備ができた」としたいものだ。 

 

【マイ・タイムラインのイメージ】 

氾濫発生までの時間 行政から発信される情報 とるべき行動 

3 日前 大型台風発生 

台風予報 

台風について調べ始める 

テレビの天気予報を注意 

2 日前 大雨注意報・洪水注意報 避難する時に持って行く物を準備する

（薬を取りに行く） 

半日前 大雨警報・洪水警報 雨量や水位を調べる 

どこへ避難するかを判断する 

5 時間前 避難準備・高齢者等避難開

始 

避難しやすい服装に着替える 

3 時間前 避難勧告又は避難指示 安全なところへ移動を始める→避難完了 

0 時間 氾濫発生、氾濫発生情報 情報収集を継続 

国土交通省関東地方整備局ホームページ等を参考に筆者作成 
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